3.現存する鷺流狂言（佐渡の鷺流狂言 : その伝承者たち） by 池田, 哲夫
た も の で あ っ た と い う が 、  「 自 分 は 安 藤 か ら も
ら っ た 狂 楽 で 通 す つ も り だ か ら 、 鷺 狂 は お 前 に
や る 」 と 言 っ て 、 生 涯 を 狂 楽 で 通 し た 。  （ 前 出
天 田 保 氏 談 ）  
昭 和 １ ９ 年 父 狂 楽 の 死 後 、 鷺 流 狂 言 を 守 り 、
昭 和 ４ ４ 年 ６ 月 ま で 狂 言 方 と し て 舞 台 を つ と め
た 。 昭 和 ４ ８ 年 ７ ３ 歳 で 没 し た 。  
３ ． 現 存 す る 鷺 流 狂 言  
真 野 町 に は 、 鶴 間 兵 蔵 と い う 人 を 中 心 に 「 笛
畝 会 」 と い う 能 楽 グ ル ー プ が 昭 和 １ ５ 年 に 結 成
さ れ 、 今 日 に 至 っ て い る 。 こ の 会 の メ ン バ ー に
現 在 で も 鷺 流 狂 言 を 伝 承 し て い る 人 た ち が い る 。 
（ １ ） 鶴 間 兵 蔵 （ 号 ・ 笛 畝 ）  
鶴 間 兵 蔵 は 万 延 元 年 （ １ ８ ６ ０ ） 現 在 の 真 野
町 吉 岡 に 生 ま れ た 。 シ テ ・ ワ キ ・ 笛 な ど を よ く
し た 。 明 治 １ ８ 年 １ １ 月 に 上 京 し 、 神 田 佐 和 木
町 に 住 ん で い た 鷺 流 狂 言 師 ・ 服 部 彦 七 の も と に
寓 居 し 、 狂 言 を 学 ん だ 。 そ の 後 、 平 永 町 に 住 ん
で い た 鷺 流 狂 言 の 家 元・鷺 権 之 丞 に 弟 子 入 り し 、
本 格 的 に 狂 言 を 習 っ た と い う 。 こ の 時 筆 写 し た
狂 言 本 が 、 同 所 若 林 義 太 郎 氏 の 手 元 に 昭 和 １ ０
年 こ ろ か ら 所 蔵 さ れ て い る 。 義 太 郎 氏 の 父 米 蔵
が 鶴 間 の 弟 子 で あ っ た 関 係 か ら 、 若 林 家 に 所 蔵  
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さ れ 今 日 に 至 っ て い る 。  
こ の 筆 写 本 を 、 狂 言 に 詳 し い 武 蔵 野 女 子 大 学
の 小 林 責 教 授 に ご 覧 い た だ い た と こ ろ 、 こ の 内
の 翁 舞 は ２ 日 目 か ら 記 載 さ れ て い る の で 、 お そ
ら く 家 元 か ら 直 接 習 っ た も の と 考 え て よ か ろ う
と の 御 教 示 を い た だ い た 。  
翁 舞 の 奥 付 に 「 明 治 廿 四 年 武 蔵 国 南 豊 島 郡 西
大 久 保 村  故 田 川 氏 ノ 館 寓 ス 鷺 権 之 丞 殿 ヨ リ 相
伝 セ シ 者 ナ リ 」 と そ の 伝 承 先 を 明 記 し て い る 。
 
（ 翁
舞
の奥
付
 
若林家蔵）
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ま た 、 武 蔵 野 音 楽 大 学 ・ 大 学 院 で 佐 渡 の 能 楽
史 を テ ー マ に 修 士 論 文 を ま と め た 二 宮 ア ユ ミ 氏
の 調 査 に よ る と 、若 林 家 所 蔵 の「 鷺 流 間 上 ・ 下 」
の 詞 章 と 、 法 政 大 学 能 楽 研 究 所 蔵 「 水 野 文 庫 」
の 中 の 「 鷺 流 間 狂 言 」 の 詞 章 が 一 致 し て い る と
い う 。  
さ ら に 、 天 田 狂 楽 が 上 京 し 、 鷺 流 宗 家 に 弟 子
入 り し た 折 「 佐 渡 へ 帰 っ た ら 鶴 間 か ら も 狂 言 を
習 う よ う に 」 と い わ れ 、 何 回 か 鶴 間 の も と に 通
っ て い た と い う 。  （ 若 林 義 太 郎 氏 談 ）  
 
（ 若 林 家 狂 言 本 ・三 番 叟 関 係 ）  
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天 田 家 所 蔵 の「 御 能 ・ 狂 言 役 配 控 参 考 記 」（ 明
治 ３ ７ 年 ～ 大 正 １ ０ 年 ３ 月 ６ 日 ま で の 記 入 が あ
る ） の 中 に 、 天 田 と 鶴 間 が 番 狂 言 を 演 じ た 記 載
も あ る 。  
若 林 家 所 蔵 の 狂 言 本 な ど の 奥 付 に 、 林 千 代 吉
や 古 木 弥 十 郎 か ら 譲 り 受 け た 旨 の 記 載 が あ る 。  
こ う し た こ と を 総 称 し て み る と 、 鶴 間 氏 の 芸
風 は 家 元 直 伝 の 由 緒 正 し い も の で あ っ た と 考 え
て も ま ち が い は な さ そ う で あ る 。  
 
（ 鶴
間笛畝翁碑
 
大正六年建立）
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明 治 期 に お い て 、 天 田 正 右 衛 門 等 と は 別 の 系
統 で 鷺 流 狂 言 が 鶴 間 に よ り 真 野 町 で 伝 承 さ れ て
き て い る こ と は 、 ほ ぼ 確 実 で あ ろ う 。  
鶴 間 は 能 楽 諸 役 の 全 て に わ た っ て 門 人 を 育
成 し て い る 。 昭 和 5 年 に ７ ０ 歳 で 没 し た が 、 生
前 の 大 正 8 年 6 月 門 人 た ち に よ っ て 「 鶴 間 笛 畝
翁 碑 」 が 吉 岡 下 の 堂 前 に 建 て ら れ て い る 。  
そ し て 、 没 後 １ ０ 年 を 経 た 昭 和 １ ５ 年 、 若 林
米 蔵 を 中 心 に 門 人 が 集 ま り「 笛 畝 会 」を 結 成 し 、
今 日 ま で 活 発 に 活 動 を 続 け て い る の で あ る 。  
（ １ ） 佐 々 木 文 蔵 ・ 岩 本 量 宏  
鶴 間 の 狂 言 の 弟 子 に は こ の ２ 人 が い た 。 佐 々
木 は 明 治 １ ７ 年 生 ま れ で 、 専 ら 狂 言 方 と し て 活
躍 し た 。弟 子 に 後 述 す る 土 屋 増 一 氏 が い る 。佐 々
木 が 昭 和 ２ ６ 年 ７ ４ 歳 で 没 す る ま で 土 屋 は 数 番
の 間 狂 言 を 習 っ て い る 。  
岩 本 は 、 昭 和 ２ ８ 年 に ７ ８ 歳 で 没 し て い る 。 
こ の 二 人 は 、 鷺 ・ 姥 捨 ・ 道 成 寺 ・ 船 弁 慶 ・ 檀
風 ・ 黒 塚 ・ 望 月 ・ 癸 の 上 な ど 十 番 ぐ ら い の 間 狂
言 を 演 じ て い た よ う で あ る 。 狂 言 本 は 若 林 家 に
所 蔵 さ れ て い る も の を 使 っ て い た 。  
（ ２ ） 土 屋 増 一  
現 在 で も 鷺 流 狂 言 を 演 じ て い る の は 、 佐 々 木  
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文 蔵 の 弟 子 で 真 野 町 竹 田 で 石 材 店 を 営 む 土 屋 増
一 氏 （ ７ ５ 歳 ） で あ る 。 狂 言 を 習 い は じ め た の
は ４ ５ 歳 こ ろ か ら で 、 若 林 義 太 郎 氏 の 父 米 蔵 か
ら 鷺 流 狂 言 は 滅 び て し ま う か ら 、 滅 ぼ し て は な
ら な い と い う 話 が あ り 、 佐 々 木 か ら 習 い は じ め
た の が き っ か け で あ る と い う 。 師 匠 の 佐 々 木 が
昭 和 ３ ６ 年 に 没 し て か ら は 若 林 義 太 郎 氏 （ 明 治
４ ２ 年 生 ） か ら ア ド バ イ ス を 受 け 、 狂 言 を 演 じ
て い る 。  
若 林 は 鶴 間 の 狂 言 本 を 所 蔵 し て お り 、 父 米 蔵
に つ い て 子 ど も 時 代 か ら 舞 台 に 立 ち 、 狂 言 方 た  
 
（ 紅 葉 狩 の 間 を つ と め る 土 屋 増 一 氏 ）  
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ち の 演 技 も 見 て き て お り 、 自 身 が 狂 言 方 と し て
舞 台 に 立 つ こ と こ そ し な い が 、 狂 言 に も 詳 し い
人 で あ る 。  
土 屋 氏 が こ れ ま で に 演 じ た 間 狂 言 は 、 鷺 ・ 姥
捨 ・ 道 成 寺 ・ 鉢 木 ・ 舟 弁 慶 ・ 黒 塚 ・ 蝉 丸 ・ 癸 上 ・
望 月 ・ 檀 風 ・ 紅 葉 狩 り な ど で あ る 。 道 成 寺 は  
佐 々 木 と 二 人 で 勤 め て い た 。 も っ と も 回 数 を 演
じ た の は 舟 弁 慶 で あ る と い う 。 番 狂 言 は 佐 々 木
か ら ２ 番 く ら い 習 っ た が 舞 台 で 演 じ た こ と は な
か っ た 。土 屋 氏 は 、「 今 は 狂 言 を や る の が 楽 し み  
で す が 、 こ れ か ら が 修 行 で す 」 と 語 り 、 後 継 者  
 
（ 若 林 家 の 狂 言 本 調 査 、 右 よ り 二 宮 ・  
小 林 ・ 若 林 ・ 若 井 の 各 氏 ）  
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の 育 成 に 勤 め て い る 。  
（ ２ ） 中 嶋  武 雄  
老 齢 と 眼 疾 の た め 、 ほ と ん ど 舞 台 に 立 つ こ と
が な く な っ た が 鷺 流 に よ る 「 三 番 叟 」 の 伝 承 者
に 中 嶋 武 雄 氏 （ 明 治 ３ １ 年 生 ） が い る 。  
中 嶋 氏 は ワ キ 方 と し て お も に 活 躍 し て き た
が 、 同 じ ワ キ 方 と し て 狂 言 を も 沢 根 の 畑 福 新 三
郎 か ら 学 ん だ 父 晴 好 （ 明 治 ５ 年 ～ 昭 和 ３ ９ 年 ）
よ り 、 三 番 叟 を 習 っ て い る 。  
中 嶋 氏 は 、 か つ て 父 が 三 番 叟 を 演 じ る と き 、
千 歳 ・ 面 箱 持 ち を 務 め 、 あ る い は 自 身 も 三 番 叟
を 何 回 か 務 め て い る 。  
 
（ 中 嶋 武 雄 氏 、 右 、 能 楽 研 究 者  若 井 三 郎 氏 ）  
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戦 前 ま で 、 佐 渡 で は 祝 事 の 演 能 に は し ば し ば
「 翁 式 三 番 叟 」 が 演 じ ら れ た 。 そ の た め に も 三
番 叟 関 係 の 役 者 が 必 要 で あ っ た ら し い 。  
同 家 に は 狂 言 本 の ほ か に 、 詳 細 な 型 付 の 入 っ
た 三 番 叟 の 写 本 が 所 蔵 さ れ て い る 。  
ま た 、 三 番 叟 の 装 束 や 小 道 具 類 な ど も 所 蔵 さ
れ て い る 。  
 中 嶋 氏 が 壮 健 で お ら れ る 内 に ぜ ひ と も 後 継 者
の 養 成 を 進 め て い た だ き た い と 願 っ て や ま な い 。 
 
（ 三
番叟
の足
のはこびかたを記
した覚
書
 
 
中嶋家蔵）
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 （ 前 出 、 三 番 叟 道 中 記 ）  
４ ． 佐 渡 鷺 流 狂 言 保 存 会  
昭 和 ５ ４ 年 、 当 時 武 蔵 野 音 楽 大 学 ・ 大 学 院 の
修 士 課 程 で 佐 渡 の 能 楽 史 を 調 査 ・ 研 究 さ れ て い
た 二 宮 ア ユ ミ 氏 （ 旧 姓 山 田 ） の 熱 意 に ほ だ さ れ
て 、 狂 言 史 研 究 の 第 一 人 者 ・ 武 蔵 野 女 子 大 学 の
小 林 責 教 授 が 来 島 し 、 土 屋 増 一 氏 の 演 じ る 黒 塚
の 間 狂 言 を 御 覧 に な ら れ た 。 そ の 結 果 、 大 蔵 や
和 泉 流 の 狂 言 と 芸 風 が 大 部 異 な っ て お り 、 ま た
詞 章 か ら も 鷺 流 の 流 れ を く む も の と 見 て よ か ろ
う と い う こ と に な っ た 。  
翌 ５ ５ 年 ３ 月 、 ま だ 肌 寒 い こ ろ 、 能 楽 に 詳 し  
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